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アフラトキシンB2
(AFB2)

対象化合物

実験方法

●分析試料：ピーナッツ

●粉砕方法：予冷式ドライアイス凍結粉砕

●添加濃度(試料中)：各2.5 μg/kg

●検量線：7点 0.1～10 μg/kg(絶対検量線)

試料 50 g 

ホモジナイズ (5 min)

抽出液 5 mL分取

添加 アセトニトリル-水（9/1） 200 mL

添加 水 5 mL

遠心分離 (3,500 rpm 5 min)

ST-L400

定容 2 mL（水 約1 mLを添加して調整）

約15分/検体

連結

溶出 アセトニトリル 1 mL

Smart-SPE C18-50 mg：精製

負荷［通液］抽出液 1 mL

Smart-SPE C18-50 mg：保持

通液 アセトニトリル-水（1/1）0.2 mL

流出液

添加 水 12 mL

Smart-SPE SCX-30 mg/PSA-30 mg ：精製

乾燥 (窒素ガス 10秒)

Smart-SPE C18-50 mg

測定条件
【測定装置】
Nexera X2及びLCMS-8045 (島津製作所製)

【LC条件】
分析カラム：Shimpack FC-ODS

(2 mmI.D. × 150 mL.,3 μm)

移動相 A液：10 mM酢酸アンモニウム水
B液：メタノール

流速：0.2 mL/min

グラジエント：
B.Conc40 %(0-2 min)→60 %(10 min)→
90 %(12-14 min) → 40 %(14.1-15 min)

分析時間：15分
注入量：10 μL
カラム温度：40 ℃

【MS条件】
イオン化モード：ESI positive 

ネブライザーガス流量：2 L/min
ドライングガス流量：10 L/min
ヒーティングガス流量：10 L/min

インターフェース温度：300 ℃
DL温度：250 ℃
ヒートブロック温度：400 ℃

測定モード：MRM

Nexera X2及びLCMS-8045
(島津製作所)

はじめに

日本国内ではアフラトキシンは食品衛生法により全食品を対象として総アフラトキシン（アフラトキシン

B1,B2,G1,G2）の基準値を10μg/kgと定められています。本アプリケーションでは全自動固相抽出装置

ST-L400を用いて輸入食品のうち検出事例の高いピーナッツにおける分析例を報告します。
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(n=5)

回収率(％) RSD(％)

AF B1 8.95 104 4.2

AF B2 8.01 90 4.5

AF G1 7.08 99 7.4

AF G2 6.06 84 8.8
※保持時間は弊社実測値

保持時間※

(分)

ピーナッツ

表1 添加回収試験結果

市販のピーナッツを用いて分析した試料中2.5ng/μLとなるよ

うにアフラトキシンの標準溶液を添加したピーナッツを用いて添

加回収試験を実施しました。各成分とも回収率84-104%、

RSD 4.2-8.8%と良好な結果（表1）が得られました。本分

析法を用いて市販のピーナッツ中のアフラトキシンを検査した結

果、検出されませんでした。

検量線の直線性

アフラトキシン混合標準液をアセトニトリル-水(1/1)で希釈し0.1 ～10 μg/kgの濃度範囲で7点標準試料を調製し検量線を作

成したところ、いずれの成分においてもR2≧0.9979と良好な直線性（図1）が得られました。

結果と考察
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図2 ピーナッツ中各アフラトキシンのクロマトグラム（上：標準試料、中：添加試料、下：未知試料）
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図1 各アフラトキシンの検量線（濃度範囲：0.1、0.25、0.5、1、2.5、5、10 μg/kg）

アフラトキシン


